
Introduction ５文型と品詞 1

1

1 現在形 自分のこと Meeting People 2

2 過去形 休日・週末にしたこと Holidays and 
Weekends 2

3 未来の表現 予定 Making Plans 2

4 現在完了形 経験 Experiences 2

5 過去完了形 学習・課外活動 Study and Activities 2

2

Logical Writing① 叙述文を書いてみよう！（高校入学前の出来事） 0.5

1st Zone  まとめの活動 スピーチをしてみよう！（高校入学前の出来事） 0.5

6 助動詞① 食べ物 Food 2

7 助動詞② 学校生活 School Life 2

8 助動詞③ 日常生活 Daily Life 2

9 受動態 交通や建物 Transportation and 
Buildings 2

Logical Writing② 意見文を書いてみよう！(学校に規則は必要か） 0.5

2nd Zone  まとめの活動 Logical Thinking　論理的に考える 0.5

3

10 不定詞① 将来したいこと The Future 2

11 不定詞② 健康 Staying Healthy 2

12 不定詞③ 便利な製品 Convenient Products 2

13 動名詞 趣味・興味 Hobbies and Interests 2

14 分詞① 自然 The World of Nature 2

15 分詞② トラブル・事故 Trouble and Accidents 2

Logical Writing③ 説明文を書いてみよう！（絶滅危惧種の動物）

3rd Zone  まとめの活動 プレゼンテーションをしてみよう！
（絶滅危惧種の動物） 0.5

0.5

4

16 関係代名詞① 発明・進歩 Inventions and 
Breakthroughs 2

17 関係代名詞② 社会活動 Community Service 2

18 関係副詞 行事・慣習 Events and Customs 2

19 比較① 生活環境 Living Environment 2

20 比較② 社会問題 Social Problems 2

Logical Writing④ 問題解決文を書いてみよう（日本の労働者不足） 0.5

4th Zone  まとめの活動 ディスカッションをしてみよう！
（都会の暮らしと地方の暮らし） 1

5

21 仮定法 願い事 Making a Wish 2

22 接続詞 異文化を理解する Cross-cultural 
Communication 2

23 that節 ことばと
コミュニケーション

Languages and 
Communication 2

Logical Writing⑤ 説得文を書いてみよう！（英語の世界公用語化） 0.5

5th Zone  まとめの活動 ディベートをしてみよう！（英語の世界公用語化） 2

計 54

1st Zone 自分のことや身近な人のことを話す

5th Zone 異なることやコミュニケーションについて話す
4th Zone 説明する・自分の考えを話す
3rd Zone したいことやしていることを話す
2nd Zone 日々の生活について話す

文法を自然に使って発信できる
場面・状況設定2

特色
各課の例文や文法問題はすべてトピックの内容に関連。
学習した文法を無理なく活動につなげられる仕組みで，
スムーズに授業を進めていただけます。

14

A 現在のことを表す 現在形

1  I have a cat and love him so much.
2  I usually get to school at 8:30.
3  My mother teaches biology at a high school.

次のような場合は動詞の現在形を使う。F-GUIDE

1「持っている」「住んでいる」のような現在の状態や，「好きだ」のような現在の心理的な状態を表すとき。　
2 繰り返しすることや習慣になっていることを表すとき。usuallyのような副詞を使うと頻度を表すことができる（always ＞ 

usually ＞ often ＞ sometimes ＞ rarely ＞ never）。
3職業や習性，話す言語などを表すとき（She speaks several languages.）。

CHECK   ［　］から選んだ動詞を適切な形にして空所を埋めよう。
1. My father ( ) cars and ( ) for a car company.

2. He ( ) a car, but he rarely ( ) it.

3. He usually ( ) home at seven and （ ） home before dinner.

4. He always （ ） of us and ( ) care of us.

［ like / take / work / leave / think / come / have / drive ］

TASK 1   CHECK の文を参考にして，自分の家族や親戚，友人を紹介する文を書いてみよう。

TASK 2   ペアになって TASK 1で自分が書いたことを話してみよう。話が終わったら，ペアの相手は内容に関す
る質問をしたり，E-GUIDEの表現を使ったりしながら会話を続けてみよう。相手が話したことに関連
する質問（Follow-up questions）もしてみよう。
例 A: What does your father do at work?

 B: He designs cars.

 A: Wow, that’s great! What kind of cars does he design?

 B: He designs ...

・I see.　・I understand.　・I think so, too.　・I can’t believe it!　・Really?　・No way!　・Yes, indeed.
・That’s nice [good /great /wonderful / fantastic］.　・That’s too bad.　・Is that true?
・You’re kidding!　・Are you serious?

相手の発言内容に対して感じたことをあいづちで表現しよう。E-GUIDE

音声を聞いて，その応答としてふさわしいものをABCから1つ選ぼう。 

nteractions Talking about Yourself or People Close to You

・relative
・childhood friend
・work for [in]
・resemble [look like]

・be good at
・graduate from
・come from
・ask one’s advice

・analyze data
・do club activities
・leave for school
・go to cram school

・do one’s homework
・watch videos online
・play the guitar
・text friends

ocabularyV
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LESSO
N

 1

・take a bath
・have dinner
・water the plants
・get dressed

・brush one’s teeth
・set one’s hair
・midterm exam
・term [final] exam

Self-Check （できることに を入れよう）
□ A  現在のことを表すことができる。
□ B  途中であることを表すことができる。
□ C  これからの予定を表すことができる。

B 途中であることを表す 現在進行形

4  I’m writing an essay for my English class.
5  I think my cat is getting fat.

次のような場合は現在進行形（am/are/is＋動詞の ing形）を使う。F-GUIDE

4現在している最中のことを表すとき。
5変化している途中のことや，現在の一時的な状態（She’s living in New York.）を表すとき。 

TASK  写真の状況に合うように空所を埋めてから，続きを考えて書いてみよう。

 The man and woman on the right side of the picture are ( ) with each other. 

They are probably ( ) a break. The man is ( ) a cup of coffee. The man 

, and he is ( ) to the woman. She is ...

C これからの予定を表す 現在進行形・現在形：予定

6  My grandmother is visiting us tomorrow.
7  My brother graduates from college this month.

現在進行形や現在形を使って，これからのことを表すことがある。F-GUIDE

6これからしようとしている個人的な予定を表すときに現在進行形を使う（「いつするのか」を示す表現を入れる）。
7確定している予定を表すときは現在形を使う（The express train leaves at noon.）。

TASK   1今日の放課後の予定か週末の予定， 2学校の行事について書いてみよう。
例 1I’m going to a concert with my sister this Sunday. I’m really looking forward to it.

 2The midterm exams start on May 20, so I’m preparing for them this weekend.

各レッスンの文法項目とトピックリスト
5つのZoneで身近なことから社会・文化的トピックへ展開
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Introduction 論理的に発信するためのウォームアップ 1

1st Zone：動詞・名詞の使い方 Daily life

2nd Zone：形容詞の使い方 The Workings of Society

1 現在形／過去形／完了形／
未来を表す表現 Future Plans 時系列にそって説明する 2

2 不定詞（名詞用法）／動名詞／
不定詞を使う表現／名詞節 Free Time 考えや思いを伝える 2

3 助動詞／助動詞＋have＋
過去分詞 Student Life 順序立てて説明する 2

1st Zone まとめの活動 スクリプトを書いてみよう！ 1

Extra Activities①

3rd Zone：副詞の使い方 The Nature of the Human Mind

7 副詞 Languages and Cultures 複数の視点から客観的に
分析する 2

8 不定詞（副詞用法）／不定詞を
使う表現／分詞構文／前置詞句

Emotions and the Workings 
of the Mind

抽象的なテーマを論じる 2

9 副詞節 What Exactly Does 
Leadership Mean? 情報を追加・整理する 2

1

1

3rd Zone まとめの活動

Extra Activities③

話の展開を考えて叙述文を書こう! 1

2nd Zone まとめの活動 スピーチをしてみよう！ 1

Extra Activities② 論理的に文をつないで説得力のある文章を書こう！

プレゼンをしてみよう！

グラフの説明をしよう！

1

4 形容詞／分詞／分詞形容詞 What You’ve Learned 
through Experience 具体的に説明する 2

5 名詞＋形容詞句・前置詞句・分詞句・
不定詞句／形容詞を使う構文 Modern Conveniences 特徴を説明する 2

6 関係代名詞／関係副詞 Sharing Information 情報を共有する 2

計 48

自分の将来や，学校・家庭での出来事を話す 

継続的に住みやすい世界について考える
世界の中の私と日本について考える
「こころ」のはたらきについて考える
変化する社会と私たちの暮らしについて考える

SmartⅠで文法をインプット
➡SmartⅡでアウトプット2

特色

SmartⅠで培った文法力を使って，アウトプットする力を養うことができます。
発展的で抽象的なトピックで，論理的に考え，自分の意見を伝える力を養います。

各レッスンの文法項目とトピックリスト
SmartⅠの内容から発展して，より抽象的で考える力を養うトピックに 

4th Zone：比較と接続の表現 Globalization and Identity

5th Zone：英語らしい表現 Toward a Sustainable Society

10 原級・比較級・最上級を使う
比較／比較を使う表現 Introducing Japan 比較・対照する 2

11 仮定法過去／仮定法過去完了／
wish / if only ／仮定法を使う表現 Making Innovation Happen 話の展開の仕方を意識する 2

12 要求・必要・認識を表す表現／
時制の一致／話法／時を表す表現 Embracing Diversity in Society 引用を効果的に用いて提案する 2

4th Zone まとめの活動 ディベートをしてみよう！ 1.5

Extra Activities④

Plus Zone

⓪ 英語のパラグラフの書き方 1

① 意見を述べるパラグラフ 1

② 描写・説明するパラグラフ 1

1

1

1

パラグラフ・ライティング

文章や発言の要約をしよう！ 1

5th Zone まとめの活動 ディスカッションをしてみよう！ 1.5

Extra Activities⑤ 調査・分析をして文章にまとめ，発表しよう！

③ 比較・対照するパラグラフ

④ 因果関係を説明するパラグラフ

⑤ 問題解決を述べるパラグラフ

1

13 「ある」「いる」「なる」
「するようになる」「かかる」の表現 Tourism and Japanese Society 手順を具体的に説明する 2

14 使役動詞／動詞＋人＋不定詞／
動詞＋名詞＋分詞／知覚動詞 Food and Health 説得力のある理由を示す 2

15 主語の表し方／無生物主語／
日本語と違う表し方 Issues Facing the World 問題点を明確にして

解決策を示す 2

SmartⅠ➡Ⅱへ　文法力をアウトプットへつなげるSmart
Ⅱ be SmartⅠ ● 『総合英語be』と同じ文法配列。教科書例文は参考書と連動。

● 文法を体系的に身につけ，定着させる。

be SmartⅡ ● アウトプットに適した文法配列に再構成。
　機能（名詞修飾など）によって，各Zoneで文法事項をまとめた。
● 活動しながら文法の復習もできる。

1st Zone

5th Zone
4th Zone
3rd Zone
2nd Zone
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